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	東京都北区長　花川　與惣太 殿
	2020年4月27日

	新型コロナウイルス感染症対策に関する申し入れ
	記
	1、医療崩壊を防ぎ、安心できる検査・医療体制を確保するために
	①北区医師会や区内医療機関と連携し、基幹病院などで速やかに発熱外来を開設するとともに、区内の複数箇所にPCR検査センターを設置すること。
	②区内の医療機関での感染者受入れ病床を確保、維持するための財政支援を行うこと。また、感染拡大による受診抑制などの影響で経営が厳しくなっている開業医や医療機関などへの財政支援を行うこと。
	③区内の医療機関に、医療用マスク、消毒剤など必要な医療物資の支給支援を行うこと。
	④相談件数が急増している保健所については、臨時採用も含め、看護師、保健師など必要な職員体制を確保すること。

	2、自粛・休業要請などによって損失を受ける個人・事業者への独自支援を
	①国の「持続化給付金」、東京都の「感染拡大防止協力金」に、区独自の上乗せを図るとともに、制度の対象とならない中小業者や個人事業主、NPO法人等に対し、区独自の給付金、協力金などの財政支援を行うこと。
	②区が発注する公共工事や、区が主催するイベントについては、中止に伴って発生する損失やキャンセル料を補償すること。
	③介護・障害者施設、保育園など、利用者数の減少で大幅な損失が生まれている民間事業者に対し、国・東京都に必要な支援を求めるとともに、区として独自の財政的支援を行うこと。
	④区が登園・登室自粛を要請している保育園や学童クラブにおいて、職員には正規・非正規を問わず、自宅待機となった場合でも100%の賃金が支払われるよう指導、徹底すること。
	⑤中小企業や介護・福祉施設、NPO法人などでの離職を防ぐため、区として国・東京都の休業補償や支援制度を事業所に周知徹底すること。
	⑥「北区新型コロナウイルス感染症対策緊急資金」の融資期間を、現行の5年から10年に延ばすこと。
	⑦所得税や特別区民税、消費税、国保・後期高齢・介護保険の保険料、各種料金等の減免や猶予、延納については、国や東京都が発出する通知に基づき、情報を区民に周知するとともに、窓口で丁寧な対応に努めること。また、これらの相談に対応するためのワンストップ相談窓口を設置すること。

	3、区民生活各分野への支援について
	①住まいを失った方や路上生活者の相談を受ける際、無料低額宿泊所ではなく個室のホテルへつなぐことを基本とすること。
	②「住宅確保給付金」について、外国人の受給要件緩和を国に求めるとともに、受給対象外となる在留資格を持つ外国人に対して、区独自の支援を行うこと。
	③事情により自宅で療養する陽性反応者に対し、区が生活必需品等の物資を支給すること。
	④自粛によって増加しているDVや児童虐待を防止するため、相談窓口を広く周知し、子どもにも届くような情報発信の工夫を行うこと。また、相談のための外出は自粛要請の対象外であることを明確に発信すること。
	⑤休校が長期化する下で、教員から児童・生徒への電話連絡等を定期的に継続して行うこと。また、学校と子ども家庭支援センターの連携をいっそう強化すること。
	⑥一人10万円の特別定額給付金について、DV被害者や離婚調停中など特別な事情がある方は、世帯単位ではなく個人で受け取れるようにすること。

	4、感染予防対策をよびかける区からの発信について
	①区長から区民に対し、「3つの密」を避け、外出を極力控えることなど、感染防止のための強力なメッセージを発信すること。
	②コロナウイルスに関連する相談窓口、各種支援制度などを掲載した北区ニュース臨時号を作成し、区民に全戸配付すること。
	③北区ホームページの「新型コロナウイルス感染症関連」ページは、区民に分かりやすく情報を整理し、相談窓口が一目でわかるようにする、文字を大きくするなど改善を図ること。また、外国人が母国語で情報を得ることができるようにすること。



